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～「木下 翔太」さんを紹介します！～
きのした しょうた

「豊かな里山をいつまでも！」

　
唐
津
市
相
知
町
の
木
下
翔
太
さ
ん
は
、
水
稲
や
ナ
ス
、
サ
ツ
マ
イ

モ
、
ビ
ー
ツ
を
栽
培
す
る
若
手
農
業
者
で
す
。
自
動
車
部
品
を
開
発

す
る
会
社
で
３
年
間
働
い
た
後
、
26
歳
で
地
元
に
戻
り
就
農
さ
れ
ま

し
た
。
前
職
中
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
研
修
を
受
け
、
広
大
な
畑
で

多
国
籍
の
仲
間
と
過
ご
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
農
業
の
魅
力
に
惹
か

れ
た
こ
と
が
転
機
と
な
り
ま
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
食
べ
て
感
動
し
た
ビ
ー
ツ
の
栽
培
を
始
め

る
な
ど
、
新
た
な
挑
戦
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

な
ど
で
新
た
な
知
識
を
取
り
入
れ
る
も
の
の
、
日
々
の
営
農
で
は

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
先
輩
農

家
に
教
え
を
仰
ぎ
、
先
輩
方
の
様
々
な
助
言
に
助
け
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
３
年
前
か
ら
地
区
の
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
、
仲
間
づ
く

り
や
技
術
向
上
、
地
域
と
の
交
流
に
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
同
世
代
の
農
業
者
と
交
流
し
、
考
え
方
や
取
組
が
良
い
刺
激
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
九
州
で
初
め
て
自
然
共
生
サ
イ
ト
に
認
定
さ
れ
た
相
知
町
横
枕
地

区
に
暮
ら
す
木
下
さ
ん
は
、
こ
の
豊
か
な
里
山
の
景
観
を
守
り
続
け

た
い
と
強
く
願
い
、
意
欲
的
に
農
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
地
域
を
担
う
若
手
農
業
者
と
し
て
、
木
下
さ
ん
の
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
！

　
農
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
人
と
の
つ
な
が
り
」も
大
切

で
す
。

　
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
は
農
業
人
と
し
て
成
長
す
る
キ
ッ
カ
ケ
に
出
会
え

る
貴
重
な
場
で
す
。

　
入
会
し
て
共
に
学
び
ま
し
ょ
う
！

（
事
務
局
：
東
松
浦
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

シ 人ー
リ ズ

【経営概況】
　水稲 5ha、ナス 6a
　サツマイモ 10a、
　ビーツ 20a

さん
きのした しょうた

木下 翔太
（29歳）

農
業
青
年
ク
ラ
ブ（
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
）の
新
た
な
仲
間
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

絶
賛
大
募
集
中
で
す
！

土
地
利
用
型

◆
黒
大
豆
生
産
加
工
の
視
察
研
修
を
開
催

　
厳
木
町
・
相
知
町
で
黒
大
豆
の
生
産
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
生
産
者
で
６
月
18
日
に
大
分
県
日
田

市
の（
農
）大
肥
郷
ふ
る
さ
と
農
業
振
興
会
へ
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
肥
郷
で
は
、
転
作
大
豆
の
生
産
と
味
噌
、
き

な
粉
な
ど
加
工
品
の
生
産
販
売
や
味
噌
加
工
体
験

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
法
人
の
経
営
内
容
や
加

工
施
設
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
熱
心
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
終
了
後
の
話
し
合
い
で
は
、「
豆
菓
子
」
や

「
き
な
粉
」
な
ど
自
分
た
ち
で
で
き
る
加
工
品
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
今
後
、

黒
大
豆
が
地
域
の
特
産
品
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

露
地
野
菜

◆
上
場
地
域
で

　「タ
マ
ネ
ギ
機
械
化
現
地
実
演
会
」を
開
催

品
目
別
　
就
農
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
！

　
上
場
地
区
の
現
地
圃
場
で
梅
雨
の
晴
れ
間
の
時

期
に
ト
ラ
ク
タ
ー
ア
タ
ッ
チ
の
葉
切
り
機
・
根
切
り

機
、
自
走
式
４
条
掘
り
上
げ
機
、
ピ
ッ
カ
ー
・
追
随

車
を
使
っ
た
収
穫
作
業
の
実
演
会
を
Ｊ
Ａ
か
ら
つ
、

上
場
営
農
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
６
月
19
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
梅
雨
の
時
期
は
収
穫
を
急
ぐ
必
要

が
あ
り
、
機
械
を
使
っ
た
収
穫
作
業
は
非
常
に
効
率

的
で
、
参
加
さ
れ
た
農
家
の
方
々
は
機
械
の
様
子

を
じ
っ
く
り
見
て
、
興
味
深
く
質
問
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
農
家
の
参
加
は
延
べ
13
名
で
夫
婦
や
親
子
で
参

加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
の
機
械
化
の
進
展
に
手

ご
た
え
を
感
じ
つ
つ
、
機
械
の
適
応
性
に
つ
い
て
今

後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
必
要
性
も
感
じ
ま
し
た
。

　
当
地
域
で
は
、「
農
業
に
興
味
が
あ
る
」、「
農
業
を
始
め
た
い
」

と
い
う
方
を
対
象
に
品
目
別
の
就
農
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
栽
培
や
経
営
の
紹
介
、
補
助
事
業
や

資
金
の
話
、
実
際
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
先
輩
農
家
の
体
験
談
の

他
、
み
な
さ
ん
の
疑
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。
唐
津
市
、
玄
海

町
で
農
業
を
始
め
た
い
方
、
ぜ
ひ
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〜
令
和
８
年
度
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
！
〜

（
佐
賀
県
農
業
大
学
校
よ
り
お
知
ら
せ
）

　
佐
賀
県
農
業
大
学
校
で
は
、
次
代
の
佐
賀
農
業
を
担
う
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
、
高
校
を
卒
業
す
る
方

や
農
業
を
仕
事
に
し
た
い
社
会
人
の
方
、
佐
賀
県
農
業
大
学
校

で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
令
和
８
年
度
入
試
は
、
推
薦
入
試
が
令
和
７
年
10
月
３
日

（
金
）、
一
般
入
試
の
一
次
募
集
が
令
和
７
年
11
月
28
日
（
金
）、

二
次
募
集
が
令
和
８
年
２
月
13
日
（
金
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
入
学
に
関
心
の
あ
る
方
や
詳
し
く
内
容
を
知
り
た
い
方
は
、

佐
賀
県
農
業
大
学
校
養
成
部
ま
で
。

　
連
絡
先
：
０
９
５
２
ー
４
５
ー
２
１
４
４

（
担
当
：
江
副
）

※

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
振
興
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

★
開
催
予
定
★

　
き
ゅ
う
り
・
ト
マ
ト
（
11
月
）、

　
露
地
野
菜
（
原
料
用
サ
ツ
マ
イ
モ 

10
月
26
日
）、

　
い
ち
ご
（
令
和
８
年
２
月
）

ピッカー ＋ 追従車（鉄コンテナ）

根切り機（トラクターアタッチ）
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唐津農林事務所の活動を掲載します。
唐津農林事務所の日頃の活動を、県HPに随時掲載していきます。私たちの活動を、ぜひご覧ください。
https://www.pref.saga.lg.jp/list00102.html
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『
ま
つ
ら
農
業・農
村
』の

　
　
　
　
　
　
振
興
に
向
け
て

セ
ン
タ
ー
長

牧
山

　繁
生

　
唐
津
・
東
松
浦
地
域
の
農
業
は
、
ハ
ウ
ス
み
か
ん
、
イ
チ
ゴ
な
ど

の
施
設
園
芸
や
、
露
地
み
か
ん
、
タ
マ
ネ
ギ
、
葉
タ
バ
コ
、
茶
な
ど

の
露
地
園
芸
、
肉
用
牛
等
の
生
産
や
飼
養
、
高
品
質
な
ブ
ラ
ン
ド
米

の
生
産
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
、
施
設
園
芸
と
肉
用
牛
で

は
県
内
を
代
表
す
る
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
佐
賀
県
に
お
い
て
は
、
「
さ
が
園
芸
８
８
８
運
動
」
や
「
さ
が
畜

産
Ｇ
Ｏ×

２
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
運
動
を
推
進
し
、
園
芸
作
物

や
肉
用
牛
等
の
振
興
に
向
け
た
取
組
を
農
家
や
関
係
機
関
と
共
に
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
具
体
的
に
は
園
芸
部
門
等
で
の
新
規
就
農
者
の
確
保
や
、
地
域
を

リ
ー
ド
す
る
大
規
模
農
家
の
育
成
、
上
場
地
域
で
の
畑
作
営
農
の
再
構

築
、
肉
用
牛
の
繁
殖
基
盤
の
強
化
等
を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
の
気
象
変
動
に
よ
る
被
害
も
大
き
く
、
特
に
高
温
障

害
が
各
品
目
で
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
温
対
策
に
も
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
７
年
度
の
普
及
活
動
計
画
で
は
、

　
こ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
柱
に
、
当
地
域
の
様
々
な
課
題
解
決
に

取
り
組
み
、
農
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
と
、
稼
げ
る
農
業
が
実
践

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
佐
賀
さ
い
こ
う
農
業
経
営
体（
一
億
円
プ
レ
ー
ヤ
ー
）の
育
成

●
露
地
野
菜
・
花
き
の
新
産
地
づ
く
り

●
ミ
ニ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
を
核
と
し
た
園
芸
産
地
の
飛
躍

　県では、青年農業者・女性農業者の確保・育成や地域農業振興の推進を担っていただく、「佐賀県農業士」「佐
賀県青年農業士」を認定しており、このたび「佐賀県農業士」として 24 名（新規８名）、「佐賀県青年農業士」
として７名（新規５名）の方が認定されました。今後、地域農業のリーダーとして、唐津・東松浦地区農業・
農村の振興に貢献されることが大いに期待されます。

【唐津・東松浦地区「佐賀県農業士」・「青年農業士」が認定されました】

佐賀県農業士

唐津市唐川
中山 英雄 氏
畜産（肥育牛）

唐津市宇木
藤崎 隆人 氏

果樹（ハウスミカン、
中晩柑）、水稲

唐津市後川内
橋本 英樹 氏

果樹（ハウスミカン）

唐津市半田
米倉 善隆 氏
野菜（イチゴ）

唐津市神田
青山 定浩 氏
水稲、麦、花き

唐津市宇木
鶴田 智美 氏
果樹（中晩柑）

唐津市浜玉町
上野 正泰 氏

果樹（ハウスミカン、
中晩柑）

唐津市厳木町
小松 和宜 氏

花き（切り花、花苗）、
水稲

唐津市相知町
成住 俊美 氏
タマネギ、WCS、

水稲

唐津市相知町
峯 智栄美 氏
スモモ、水稲、麦

唐津市北波多
堀田 千賀子 氏

果樹（ハウスミカン、
スモモ等）

唐津市七山
石川 勇治 氏
野菜（トマト等）、

水稲

唐津市七山
諸熊 繁美 氏
野菜（キュウリ）、

水稲

唐津市肥前町
吉田 透 氏
畜産（繁殖牛）

唐津市七山
山口 稚野 氏

花き（キク、加工品）

唐津市肥前町
金丸 ゆかり 氏
野菜（イチゴ）

唐津市肥前町
石田 則次 氏
畜産（繁殖牛）

唐津市鎮西町
坂口 伸久 氏

果樹（ハウスミカン）

唐津市鎮西町
宮崎 陽輔 氏
畜産（肥育牛）

唐津市鎮西町
宮﨑 仁 氏

果樹（ハウスミカン、
露地ミカン）

新

新

新

新 新

新

※佐賀県では、優れた農業経営を行い、地域のリーダーとして農業の振興や担い手育成に貢献する農業者を、「佐賀県農業士」
　として認定しています。
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浦
地
域
の
農
業
は
、
ハ
ウ
ス
み
か
ん
、
イ
チ
ゴ
な
ど

の
施
設
園
芸
や
、
露
地
み
か
ん
、
タ
マ
ネ
ギ
、
葉
タ
バ
コ
、
茶
な
ど

の
露
地
園
芸
、
肉
用
牛
等
の
生
産
や
飼
養
、
高
品
質
な
ブ
ラ
ン
ド
米

の
生
産
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
、
施
設
園
芸
と
肉
用
牛
で

は
県
内
を
代
表
す
る
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
佐
賀
県
に
お
い
て
は
、
「
さ
が
園
芸
８
８
８
運
動
」
や
「
さ
が
畜

産
Ｇ
Ｏ×

２
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
運
動
を
推
進
し
、
園
芸
作
物

や
肉
用
牛
等
の
振
興
に
向
け
た
取
組
を
農
家
や
関
係
機
関
と
共
に
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
具
体
的
に
は
園
芸
部
門
等
で
の
新
規
就
農
者
の
確
保
や
、
地
域
を

リ
ー
ド
す
る
大
規
模
農
家
の
育
成
、
上
場
地
域
で
の
畑
作
営
農
の
再
構

築
、
肉
用
牛
の
繁
殖
基
盤
の
強
化
等
を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
の
気
象
変
動
に
よ
る
被
害
も
大
き
く
、
特
に
高
温
障

害
が
各
品
目
で
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
温
対
策
に
も
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
７
年
度
の
普
及
活
動
計
画
で
は
、

　
こ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
柱
に
、
当
地
域
の
様
々
な
課
題
解
決
に

取
り
組
み
、
農
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
と
、
稼
げ
る
農
業
が
実
践

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
佐
賀
さ
い
こ
う
農
業
経
営
体（
一
億
円
プ
レ
ー
ヤ
ー
）の
育
成

●
露
地
野
菜
・
花
き
の
新
産
地
づ
く
り

●
ミ
ニ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
を
核
と
し
た
園
芸
産
地
の
飛
躍

　県では、青年農業者・女性農業者の確保・育成や地域農業振興の推進を担っていただく、「佐賀県農業士」「佐
賀県青年農業士」を認定しており、このたび「佐賀県農業士」として 24 名（新規８名）、「佐賀県青年農業士」
として７名（新規５名）の方が認定されました。今後、地域農業のリーダーとして、唐津・東松浦地区農業・
農村の振興に貢献されることが大いに期待されます。

【唐津・東松浦地区「佐賀県農業士」・「青年農業士」が認定されました】

佐賀県農業士

唐津市唐川
中山 英雄 氏
畜産（肥育牛）

唐津市宇木
藤崎 隆人 氏

果樹（ハウスミカン、
中晩柑）、水稲

唐津市後川内
橋本 英樹 氏

果樹（ハウスミカン）

唐津市半田
米倉 善隆 氏
野菜（イチゴ）

唐津市神田
青山 定浩 氏
水稲、麦、花き

唐津市宇木
鶴田 智美 氏
果樹（中晩柑）

唐津市浜玉町
上野 正泰 氏

果樹（ハウスミカン、
中晩柑）

唐津市厳木町
小松 和宜 氏

花き（切り花、花苗）、
水稲

唐津市相知町
成住 俊美 氏
タマネギ、WCS、

水稲

唐津市相知町
峯 智栄美 氏
スモモ、水稲、麦

唐津市北波多
堀田 千賀子 氏

果樹（ハウスミカン、
スモモ等）

唐津市七山
石川 勇治 氏
野菜（トマト等）、

水稲

唐津市七山
諸熊 繁美 氏
野菜（キュウリ）、

水稲

唐津市肥前町
吉田 透 氏
畜産（繁殖牛）

唐津市七山
山口 稚野 氏

花き（キク、加工品）

唐津市肥前町
金丸 ゆかり 氏
野菜（イチゴ）

唐津市肥前町
石田 則次 氏
畜産（繁殖牛）

唐津市鎮西町
坂口 伸久 氏

果樹（ハウスミカン）

唐津市鎮西町
宮崎 陽輔 氏
畜産（肥育牛）

唐津市鎮西町
宮﨑 仁 氏

果樹（ハウスミカン、
露地ミカン）

新

新

新

新 新

新

※佐賀県では、優れた農業経営を行い、地域のリーダーとして農業の振興や担い手育成に貢献する農業者を、「佐賀県農業士」
　として認定しています。



令和７年８月 普及だより 令和７年８月普及だより

－ 5 － － 4 －

施
設
園
芸

◆
き
ゅ
う
り
若
手
生
産
者
の
栽
培
技
術
の
習
得
と

　規
模
拡
大
に
よ
る
収
量
向
上

　
Ｊ
Ａ
か
ら
つ
き
ゅ
う
り
若
手
研
究
会
は
平
均
単
収
が
高

く
規
模
拡
大
志
向
者
も
多
く
、
意
欲
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、

難
防
除
病
害
虫
の
発
生
や
夏
季
の
高
温
に
よ
り
品
質
お
よ

び
収
量
が
不
安
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
測
定

器
の
導
入
も
進
ん
で
お
り
、
環
境
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
環

境
制
御
技
術
の
習
得
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
生
育
調
査
を
基
に
し
た
環
境
制
御
技
術
の
習

得
や
病
害
虫
抑
制
、
高
温
対
策
の
支
援
を
行
い
、
き
ゅ
う

り
若
手
生
産
者
の
安
定
生
産
技
術
の
確
立
を
目
指
し
ま

す
。
併
せ
て
部
会
全
体
に
技
術
を
波
及
し
、
地
域
全
体
の

技
術
向
上
を
図
り
ま
す
。

果

　樹

◆
温
暖
化
に
対
応
し
た
隔
年
交
互
結
実
栽
培
と

　ス
マ
ー
ト
技
術
導
入
に
よ
る
露
地
み
か
ん
産
地

　の
生
産
力
強
化

　
上
場
地
区
の
露
地
み
か
ん
は
県
内
屈
指
の
ブ
ラ
ン
ド
率

の
高
さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
更
な
る
生
産
力
向

上
の
た
め
に
は
、
個
々
の
農
家
に
お
け
る
高
品
質
果
実
の

安
定
生
産
や
規
模
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
温
暖
化
等
の
影
響
が
少
な
く
省
力
化
的
な
隔

年
交
互
結
実
栽
培
を
推
進
す
る
こ
と
で
露
地
み
か
ん
の
安

定
生
産
を
図
り
、
更
に
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
に
寄
与

す
る
低
資
源
型
の
隔
年
交
互
結
実
栽
培
方
法
の
実
証
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
技
術
の
導
入
に
よ
る
生
産
の

効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
規
模
拡
大
の
モ
デ
ル
と
な
る

農
家
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
へ
の
波
及
を
目
指
し

ま
す
。

畜

　産

◆
繁
殖
牛
産
地
の
維
持
に
向
け
た
畜
産
農
家
に
よ
る

　飼
料
生
産
組
織
の
設
立

　
当
地
域
は
佐
賀
牛
素
牛
の
産
地
で
す
が
、
担
い
手
が
高

齢
化
し
て
お
り
、
今
後
も
離
農
す
る
繁
殖
農
家
が
増
え
て

い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　

　
こ
の
対
策
と
し
て
、
作
業
負
担
の
多
い
牧
草
生
産
を
共

同
で
行
う
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
組
織
活
動
の
中
で

は
、
土
壌
診
断
や
優
良
品
種
の
選
定
を
実
施
し
、
収
量
の

増
加
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
組
織
の
活
動
が
五
年
後
、
十
年
後
も
円
滑
な
も

の
と
な
る
よ
う
将
来
を
見
据
え
た
組
織
ビ
ジ
ョ
ン
や
活
動

計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。
飼
料
生
産
基
盤
と
土
地
を
守

る
こ
と
で
、
繁
殖
牛
産
地
が
将
来
に
渡
っ
て
維
持
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

〜
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
活
動
（
普
及
課
題
）
の
紹
介
〜

佐賀県農業士 （前ページ続き）

唐津市呼子町
山口 恵市 氏
果樹（甘夏）

玄海町
池田 嘉彦 氏

畜産（繁殖牛、肥育牛）、
水稲

玄海町
林田 昌浩 氏

果樹（ハウスミカン）、
水稲

唐津市枝去木
堀田 直也 氏

野菜（イチゴ）、水稲

唐津市浜玉町
白津 宗久 氏

果樹（ハウスミカン、
中晩柑）

唐津市浜玉町
稲毛 義樹 氏
野菜（キュウリ）

唐津市七山
中村 一也 氏
野菜（イチゴ）

唐津市厳木
千喜田 直也 氏
花き（菊、小菊、
スプレーギク）

玄海町
松本 啓志 氏

露地ミカン、ハウスミカン、
水稲

玄海町
中山 園子 氏
畜産（繁殖牛、
肥育牛）

佐賀県青年農業士（第16期）

～お世話になりました（活動辞退者）～

～お世話になりました【第15期青年農業士】～

堀田 泰夫 氏（唐津市梨川内）、大谷 典子 氏（唐津市浜玉町）、米倉 護 氏（唐津市相知町）
成住 由美子 氏（唐津市相知町）、富岡 和彦 氏（唐津市七山）、宮崎 恒 氏（玄海町）
岡本 周治郎 氏（玄海町）

諸岡 宏規 氏（唐津市浜玉町）、宮原 和史 氏（唐津市厳木町）、岡本 謙太郎 氏（唐津市七山）
岡本 綾平 氏（唐津市七山）、徳田 俊一 氏（唐津市肥前町）、寺田 拓哉 氏（唐津市肥前町）

新

新

新

玄海町
中山 大也 氏

野菜（キャベツ等）

新 新 新

新

※佐賀県では、次代の農業の担い手として活躍が期待される青年農業者を、「佐賀県青年農業士」として認定しています。



令和７年８月 普及だより 令和７年８月普及だより

－ 5 － － 4 －

施
設
園
芸

◆
き
ゅ
う
り
若
手
生
産
者
の
栽
培
技
術
の
習
得
と

　規
模
拡
大
に
よ
る
収
量
向
上

　
Ｊ
Ａ
か
ら
つ
き
ゅ
う
り
若
手
研
究
会
は
平
均
単
収
が
高

く
規
模
拡
大
志
向
者
も
多
く
、
意
欲
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、

難
防
除
病
害
虫
の
発
生
や
夏
季
の
高
温
に
よ
り
品
質
お
よ

び
収
量
が
不
安
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
測
定

器
の
導
入
も
進
ん
で
お
り
、
環
境
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
環

境
制
御
技
術
の
習
得
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
生
育
調
査
を
基
に
し
た
環
境
制
御
技
術
の
習

得
や
病
害
虫
抑
制
、
高
温
対
策
の
支
援
を
行
い
、
き
ゅ
う

り
若
手
生
産
者
の
安
定
生
産
技
術
の
確
立
を
目
指
し
ま

す
。
併
せ
て
部
会
全
体
に
技
術
を
波
及
し
、
地
域
全
体
の

技
術
向
上
を
図
り
ま
す
。

果

　樹

◆
温
暖
化
に
対
応
し
た
隔
年
交
互
結
実
栽
培
と

　ス
マ
ー
ト
技
術
導
入
に
よ
る
露
地
み
か
ん
産
地

　の
生
産
力
強
化

　
上
場
地
区
の
露
地
み
か
ん
は
県
内
屈
指
の
ブ
ラ
ン
ド
率

の
高
さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
更
な
る
生
産
力
向

上
の
た
め
に
は
、
個
々
の
農
家
に
お
け
る
高
品
質
果
実
の

安
定
生
産
や
規
模
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
温
暖
化
等
の
影
響
が
少
な
く
省
力
化
的
な
隔

年
交
互
結
実
栽
培
を
推
進
す
る
こ
と
で
露
地
み
か
ん
の
安

定
生
産
を
図
り
、
更
に
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
に
寄
与

す
る
低
資
源
型
の
隔
年
交
互
結
実
栽
培
方
法
の
実
証
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
技
術
の
導
入
に
よ
る
生
産
の

効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
規
模
拡
大
の
モ
デ
ル
と
な
る

農
家
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
へ
の
波
及
を
目
指
し

ま
す
。

畜

　産

◆
繁
殖
牛
産
地
の
維
持
に
向
け
た
畜
産
農
家
に
よ
る

　飼
料
生
産
組
織
の
設
立

　
当
地
域
は
佐
賀
牛
素
牛
の
産
地
で
す
が
、
担
い
手
が
高

齢
化
し
て
お
り
、
今
後
も
離
農
す
る
繁
殖
農
家
が
増
え
て

い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　

　
こ
の
対
策
と
し
て
、
作
業
負
担
の
多
い
牧
草
生
産
を
共

同
で
行
う
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
組
織
活
動
の
中
で

は
、
土
壌
診
断
や
優
良
品
種
の
選
定
を
実
施
し
、
収
量
の

増
加
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
組
織
の
活
動
が
五
年
後
、
十
年
後
も
円
滑
な
も

の
と
な
る
よ
う
将
来
を
見
据
え
た
組
織
ビ
ジ
ョ
ン
や
活
動

計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。
飼
料
生
産
基
盤
と
土
地
を
守

る
こ
と
で
、
繁
殖
牛
産
地
が
将
来
に
渡
っ
て
維
持
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

〜
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
活
動
（
普
及
課
題
）
の
紹
介
〜

佐賀県農業士 （前ページ続き）

唐津市呼子町
山口 恵市 氏
果樹（甘夏）

玄海町
池田 嘉彦 氏

畜産（繁殖牛、肥育牛）、
水稲

玄海町
林田 昌浩 氏

果樹（ハウスミカン）、
水稲

唐津市枝去木
堀田 直也 氏

野菜（イチゴ）、水稲

唐津市浜玉町
白津 宗久 氏

果樹（ハウスミカン、
中晩柑）

唐津市浜玉町
稲毛 義樹 氏
野菜（キュウリ）

唐津市七山
中村 一也 氏
野菜（イチゴ）

唐津市厳木
千喜田 直也 氏
花き（菊、小菊、
スプレーギク）

玄海町
松本 啓志 氏

露地ミカン、ハウスミカン、
水稲

玄海町
中山 園子 氏
畜産（繁殖牛、
肥育牛）

佐賀県青年農業士（第16期）

～お世話になりました（活動辞退者）～

～お世話になりました【第15期青年農業士】～

堀田 泰夫 氏（唐津市梨川内）、大谷 典子 氏（唐津市浜玉町）、米倉 護 氏（唐津市相知町）
成住 由美子 氏（唐津市相知町）、富岡 和彦 氏（唐津市七山）、宮崎 恒 氏（玄海町）
岡本 周治郎 氏（玄海町）

諸岡 宏規 氏（唐津市浜玉町）、宮原 和史 氏（唐津市厳木町）、岡本 謙太郎 氏（唐津市七山）
岡本 綾平 氏（唐津市七山）、徳田 俊一 氏（唐津市肥前町）、寺田 拓哉 氏（唐津市肥前町）

新

新

新

玄海町
中山 大也 氏

野菜（キャベツ等）

新 新 新

新

※佐賀県では、次代の農業の担い手として活躍が期待される青年農業者を、「佐賀県青年農業士」として認定しています。
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～「木下 翔太」さんを紹介します！～
きのした しょうた

「豊かな里山をいつまでも！」

　
唐
津
市
相
知
町
の
木
下
翔
太
さ
ん
は
、
水
稲
や
ナ
ス
、
サ
ツ
マ
イ

モ
、
ビ
ー
ツ
を
栽
培
す
る
若
手
農
業
者
で
す
。
自
動
車
部
品
を
開
発

す
る
会
社
で
３
年
間
働
い
た
後
、
26
歳
で
地
元
に
戻
り
就
農
さ
れ
ま

し
た
。
前
職
中
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
研
修
を
受
け
、
広
大
な
畑
で

多
国
籍
の
仲
間
と
過
ご
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
農
業
の
魅
力
に
惹
か

れ
た
こ
と
が
転
機
と
な
り
ま
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
食
べ
て
感
動
し
た
ビ
ー
ツ
の
栽
培
を
始
め

る
な
ど
、
新
た
な
挑
戦
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

な
ど
で
新
た
な
知
識
を
取
り
入
れ
る
も
の
の
、
日
々
の
営
農
で
は

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
先
輩
農

家
に
教
え
を
仰
ぎ
、
先
輩
方
の
様
々
な
助
言
に
助
け
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
３
年
前
か
ら
地
区
の
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
、
仲
間
づ
く

り
や
技
術
向
上
、
地
域
と
の
交
流
に
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
同
世
代
の
農
業
者
と
交
流
し
、
考
え
方
や
取
組
が
良
い
刺
激
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
九
州
で
初
め
て
自
然
共
生
サ
イ
ト
に
認
定
さ
れ
た
相
知
町
横
枕
地

区
に
暮
ら
す
木
下
さ
ん
は
、
こ
の
豊
か
な
里
山
の
景
観
を
守
り
続
け

た
い
と
強
く
願
い
、
意
欲
的
に
農
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
地
域
を
担
う
若
手
農
業
者
と
し
て
、
木
下
さ
ん
の
今
後
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
！

　
農
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
人
と
の
つ
な
が
り
」も
大
切

で
す
。

　
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
は
農
業
人
と
し
て
成
長
す
る
キ
ッ
カ
ケ
に
出
会
え

る
貴
重
な
場
で
す
。

　
入
会
し
て
共
に
学
び
ま
し
ょ
う
！

（
事
務
局
：
東
松
浦
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

シ 人ー
リ ズ

【経営概況】
　水稲 5ha、ナス 6a
　サツマイモ 10a、
　ビーツ 20a

さん
きのした しょうた

木下 翔太
（29歳）

農
業
青
年
ク
ラ
ブ（
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
）の
新
た
な
仲
間
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

絶
賛
大
募
集
中
で
す
！

土
地
利
用
型

◆
黒
大
豆
生
産
加
工
の
視
察
研
修
を
開
催

　
厳
木
町
・
相
知
町
で
黒
大
豆
の
生
産
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
生
産
者
で
６
月
18
日
に
大
分
県
日
田

市
の（
農
）大
肥
郷
ふ
る
さ
と
農
業
振
興
会
へ
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
肥
郷
で
は
、
転
作
大
豆
の
生
産
と
味
噌
、
き

な
粉
な
ど
加
工
品
の
生
産
販
売
や
味
噌
加
工
体
験

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
法
人
の
経
営
内
容
や
加

工
施
設
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
熱
心
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
終
了
後
の
話
し
合
い
で
は
、「
豆
菓
子
」
や

「
き
な
粉
」
な
ど
自
分
た
ち
で
で
き
る
加
工
品
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
今
後
、

黒
大
豆
が
地
域
の
特
産
品
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

露
地
野
菜

◆
上
場
地
域
で

　「タ
マ
ネ
ギ
機
械
化
現
地
実
演
会
」を
開
催

品
目
別
　
就
農
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
！

　
上
場
地
区
の
現
地
圃
場
で
梅
雨
の
晴
れ
間
の
時

期
に
ト
ラ
ク
タ
ー
ア
タ
ッ
チ
の
葉
切
り
機
・
根
切
り

機
、
自
走
式
４
条
掘
り
上
げ
機
、
ピ
ッ
カ
ー
・
追
随

車
を
使
っ
た
収
穫
作
業
の
実
演
会
を
Ｊ
Ａ
か
ら
つ
、

上
場
営
農
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
６
月
19
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
梅
雨
の
時
期
は
収
穫
を
急
ぐ
必
要

が
あ
り
、
機
械
を
使
っ
た
収
穫
作
業
は
非
常
に
効
率

的
で
、
参
加
さ
れ
た
農
家
の
方
々
は
機
械
の
様
子

を
じ
っ
く
り
見
て
、
興
味
深
く
質
問
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
農
家
の
参
加
は
延
べ
13
名
で
夫
婦
や
親
子
で
参

加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
の
機
械
化
の
進
展
に
手

ご
た
え
を
感
じ
つ
つ
、
機
械
の
適
応
性
に
つ
い
て
今

後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
必
要
性
も
感
じ
ま
し
た
。

　
当
地
域
で
は
、「
農
業
に
興
味
が
あ
る
」、「
農
業
を
始
め
た
い
」

と
い
う
方
を
対
象
に
品
目
別
の
就
農
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
栽
培
や
経
営
の
紹
介
、
補
助
事
業
や

資
金
の
話
、
実
際
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
先
輩
農
家
の
体
験
談
の

他
、
み
な
さ
ん
の
疑
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。
唐
津
市
、
玄
海

町
で
農
業
を
始
め
た
い
方
、
ぜ
ひ
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〜
令
和
８
年
度
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
！
〜

（
佐
賀
県
農
業
大
学
校
よ
り
お
知
ら
せ
）

　
佐
賀
県
農
業
大
学
校
で
は
、
次
代
の
佐
賀
農
業
を
担
う
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
、
高
校
を
卒
業
す
る
方

や
農
業
を
仕
事
に
し
た
い
社
会
人
の
方
、
佐
賀
県
農
業
大
学
校

で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
令
和
８
年
度
入
試
は
、
推
薦
入
試
が
令
和
７
年
10
月
３
日

（
金
）、
一
般
入
試
の
一
次
募
集
が
令
和
７
年
11
月
28
日
（
金
）、

二
次
募
集
が
令
和
８
年
２
月
13
日
（
金
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
入
学
に
関
心
の
あ
る
方
や
詳
し
く
内
容
を
知
り
た
い
方
は
、

佐
賀
県
農
業
大
学
校
養
成
部
ま
で
。

　
連
絡
先
：
０
９
５
２
ー
４
５
ー
２
１
４
４

（
担
当
：
江
副
）

※

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
振
興
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

★
開
催
予
定
★

　
き
ゅ
う
り
・
ト
マ
ト
（
11
月
）、

　
露
地
野
菜
（
原
料
用
サ
ツ
マ
イ
モ 

10
月
26
日
）、

　
い
ち
ご
（
令
和
８
年
２
月
）

ピッカー ＋ 追従車（鉄コンテナ）

根切り機（トラクターアタッチ）


